
一
底
本
お
よ
び
参
考
と
し
た
刊
本

（
一
一
）

『
仁
助
咄
』
に
は
幾
つ
か
の
刊
本
が
あ
る
。
本
研
究
で
底
本
と
し
て
用
い
た
も
の
は
、
昭
和
五
十
一
年
に
、
熊
本
県
矢
部
町
教
育
委
員
会
か

ら
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
出
版
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
あ
と
が
き
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

話
は
第
一
話
か
ら
第
七
話
ま
で
、
計
七
話
が
あ
り
、
何
国
何
郡
山
中
村
と
い
う
設
定
で
、
あ
る
年
の
一
月
の
間
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。

話
の
主
題
は
、
仁
助
が
中
心
に
な
っ
て
、
農
民
の
悲
惨
な
生
活
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
話
相
手
に
な
っ
た
の
が
、
医
者
の
山
村
智

伯
で
あ
る
。
そ
こ
で
話
の
中
に
は
病
気
や
怪
我
、
あ
る
い
は
医
学
的
な
も
の
の
考
え
方
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
取
り
上
げ
て
検
討

し
た
。

『
仁
助
咄
』
は
天
明
年
間
（
一

ま
な
角
度
か
ら
取
り
上
げ
て
、
弄

形
式
を
と
っ
て
描
写
し
て
あ
る
。

は
じ
め
に

（
一
）

「
仁
助
咄
」
に
み
ら
れ
る
医
学

（
一
七
八
一
’
八
九
）
の
こ
ろ
に
、
肥
後
で
書
か
れ
た
物
語
で
あ
る
。
当
時
の
農
村
の
生
活
の
苦
し
さ
を
、

、
話
の
中
心
と
な
る
仁
助
と
数
人
の
農
民
た
ち
、
そ
れ
に
村
内
の
医
者
と
そ
の
ほ
か
の
人
が
加
わ
っ
て
、

霜
曜
騨
撰
壁
一
秩
噴
籠
平
成
三
年
八
月
三
十
一
日
受
付

浜
田
善

さ
ま
ざ

座
談
の

利
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参
考
と
し
た
刊
本
は
、
次
の
二
種
で
あ
る
。

（
二
一
）

参
考
本
（
一
）
郷
士
文
化
研
究
所
編
、
仁
助
咄
、
日
本
談
義
社
刊

（
四
）

参
考
本
（
二
）
星
子
忠
義
訳
、
仁
助
咄
、
葦
書
房

（
一
）
は
Ａ
５
判
、
一
○
九
頁
で
、
熊
本
県
資
料
集
成
第
四
集
と
し
て
熊
本
の
日
本
談
義
社
か
ら
、
昭
和
二
七
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
郷
土
文
化
研
究
所
は
熊
本
女
子
大
学
内
に
お
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
孔
版
印
刷
に
よ
っ
て
い
る
。

（
二
）
は
「
近
世
・
肥
後
農
民
の
生
活
と
思
想
」
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
、
星
子
氏
の
個
人
の
現
代
語
訳
の
本
で
あ
る
。
昭
和
五
四
年
、

福
岡
の
葦
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
Ｂ
６
判
一
五
五
頁
。

解
説
が
あ
る
。
本
文
は
漉
松
軒
主
‐

森
田
誠
一
氏
の
補
注
が
四
頁
あ
る
。

も
の
で
す
。
」

幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
矢
部
農
民
へ
の
圧
政
の
文
献
と
し
て
、
ま
た
同
和
教
育
の
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
刊
行
し
た

本
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
底
本
の
あ
と
が
き
に
、
「
こ
の
『
仁
助
咄
』
は
い
ろ
い
ろ
の
文
献
か
ら
、
天
明
の
頃
（
一
七
八
一
’
八
九
）
細
川

重
賢
に
よ
る
宝
暦
改
革
が
一
応
落
着
い
た
頃
に
な
り
ま
す
が
、
矢
部
町
猿
渡
の
貧
農
の
仁
助
以
下
数
人
の
農
民
が
そ
の
生
活
の
苦
し
さ
、
政
治

．
九
』

一
集
夛

（
中
略
）

本
書
は
Ａ
５
判
五
○
頁
の
小
冊
子
で
、
最
初
に
序
文
に
代
え
て
と
し
て
、
井
上
清
一
氏
の
「
農
民
か
ら
の
体
制
批
判
『
仁
助
咄
』
」
と
い
う

説
が
あ
る
。
本
文
は
漉
松
軒
主
人
の
序
の
後
に
、
第
一
、
第
二
、
以
下
第
七
ま
で
続
け
て
記
述
し
て
あ
り
、
見
出
し
は
何
も
な
い
。
最
後
に

九
七
五
年
、

『
き
ず
な
」

二
内
容 第

二
十
七
回
全
国
同
和
教
育
研
究
大
会
が
熊
本
市
で
行
わ
れ
る
に
際
し
、
熊
本
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
は
人
権
作
文
集
第

を
刊
行
し
ま
し
た
。
こ
の
作
文
集
の
中
に
、
「
仁
助
咄
』
が
収
録
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

（74） 472



略
）
」

第
一
正
月
は
じ
め
百
姓
仁
助
が
家
に
て
の
対
談

一
、
こ
の
正
月
は
餅
も
濁
り
酒
も
な
い
こ
と

疑
ふ
ら
く
は
、
是
民
間
の
五
味
を
誉
め
し
、
学
生
の
士
の
肺
肝
よ
り
出
て
、
辞
を
鄙
俗
に
仮
托
せ
し
も
の
歎
。
夫
民
間
の
銀
難
、
農
業
の
苦

業
、
そ
の
細
た
た
る
事
に
至
っ
て
は
、
民
を
治
む
る
の
職
た
り
と
い
ふ
と
も
、
容
易
に
し
る
事
の
か
た
き
、
況
ん
や
都
下
に
生
じ
、
飽
食
暖
衣

に
長
成
し
、
吾
党
愚
晒
の
子
弟
に
お
い
て
を
や
。
今
此
野
史
を
観
る
に
、
民
間
の
情
態
、
子
髪
顕
れ
、
其
業
の
労
苦
、
且
小
吏
の
苛
酷
、
村
長

の
邪
正
、
掌
を
指
す
ご
と
く
、
予
不
肖
の
子
弟
、
奉
仕
の
後
、
若
し
撫
民
の
職
に
当
る
事
あ
ら
ば
、
是
を
見
、
彼
を
察
し
、
下
情
の
意
味
を
塩

梅
し
て
、
民
を
安
ら
か
に
す
る
中
を
得
る
の
稗
益
と
も
な
れ
か
し
と
、
劇
務
の
暇
謄
写
し
、
嘗
難
農
話
と
題
名
を
加
へ
て
子
弟
に
与
ふ
。
（
後

以
上
の
諸
説
明
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
は
重
税
と
圧
政
下
の
農
民
の
苦
し
さ
を
、
村
の
知
識
人
が
農
民
に
仮
托
し
て
述
べ
た
も
の
で

あ
る
。

る
。
し
か
し
参
考
本
（
一
）
で
は
、
各
三

そ
の
タ
イ
ト
ル
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

の
苛
酷
さ
を
対
話
の
形
式
で
描
写
し
、
そ
れ
に
村
医
智
伯
な
る
者
が
加
わ
っ
て
、
当
時
の
政
治
批
判
を
す
る
仕
組
の
話
で
、
当
時
矢
部
町
浜
町

に
居
住
さ
れ
た
渡
辺
質
医
師
の
作
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
」
と
あ
る
。

さ
ら
に
本
文
に
付
さ
れ
て
い
た
序
は
、
瀧
松
軒
主
人
誌
と
し
て
、
文
化
九
壬
申
年
十
月
十
八
日
の
日
付
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

原
本
に
は
第
一
か
ら
第
七
ま
で
の
各
話
の
区
別
が
あ
る
だ
け
で
、
本
文
は
書
き
流
し
で
あ
る
。
本
研
究
の
底
本
も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

つ
。
し
か
し
参
考
本
（
二
で
は
、
各
話
の
中
を
内
容
に
よ
り
細
か
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
内
容
に
準
じ
た
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
て
い
る
。

「
（
前
略
）三

構
成
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第
二
正
月
十
一
日
（
鍬
入
初
の
祝
）
百
姓
仁
助
が
家
に
て
の
対
談

一
、
百
姓
と
庄
屋
と
の
問
答
、
庄
屋
し
ど
ろ
も
ど
ろ
と
な
る
こ
と

二
、
御
惣
庄
屋
の
借
り
替
が
百
姓
を
潰
れ
さ
せ
る
根
源
で
あ
る
こ
と

三
、
正
し
く
五
割
の
作
徳
あ
る
や
う
に
免
を
つ
け
る
こ
と

四
、
近
ご
ろ
御
初
穂
米
と
い
う
妙
な
も
の
が
始
ま
り
迷
惑
し
て
お
る
こ
と

八
、
畝
延
の
田
地
あ
り
て
迷
惑
す
る
こ
と

九
、
村
々
の
零
落
は
御
惣
庄
屋
第
一
の
恥
で
あ
る
こ
と

一
○
、
御
惣
庄
屋
は
じ
め
会
所
役
人
著
侈
に
ふ
け
る
こ
と

一
二
、
出
米
・
出
銀
多
く
し
て
百
姓
難
渋
す
る
こ
と

一
二
、
御
惣
庄
屋
が
年
貢
取
立
に
狂
奔
し
て
、
政
治
を
忘
れ
て
お
る
こ
と

一
三
、
会
所
が
直
ぐ
な
れ
ば
村
々
も
直
ぐ
な
る
こ
と

一
四
、
陰
陽
師
、
時
節
を
論
じ
、
仏
教
を
批
判
す
る
こ
と

二
、
下
方
の
百
姓
、
年
貢
不
足
の
た

三
、
な
ぜ
年
貢
は
不
足
す
る
か
と
い

四
、
御
徳
懸
は
羊
頭
狗
肉
に
す
ぎ
ぬ

五
、
小
百
姓
ほ
ど
む
ご
い
も
の
は
な

六
、
庄
屋
・
村
役
人
は
自
分
の
利
裕

七
、
御
惣
庄
屋
も
弱
腰
で
あ
る
こ
と

一
四
、
陰
陽
師
、
時
節
を
論
じ
、
仏

一
五
、
医
者
、
時
節
を
論
ず
る
こ
と

下
方
の
百
姓
、
年
貢
不
足
の
た
め
自
殺
す
る
こ
と

な
ぜ
年
貢
は
不
足
す
る
か
と
い
う
こ
と

御
徳
懸
は
羊
頭
狗
肉
に
す
ぎ
ぬ
こ
と

小
百
姓
ほ
ど
む
ご
い
も
の
は
な
い
こ
と

庄
屋
・
村
役
人
は
自
分
の
利
益
の
桑
考
え
、
肝
腎
な
百
姓
の
幸
福
を
忘
れ
て
い
る
こ
と
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五
、

一
、
、

ニ
ノ

に
』
〕
、

Ｉ
、
、

ノ

第
三一

、

一
一
、

一
一
一
、

第
四一

．
丁

・
ロ
■

一
一
、

一
一
一
、

四
、

五
、

一
、
、

ニ
ノ

吐
戸
］
、

八
、
草
根
木
実
の
み
を
食
う
の
で
栄
養
障
害
を
お
こ
し
て
い
る
こ
と

九
、
熱
病
流
行
の
原
因
を
疫
病
神
の
せ
い
に
し
て
お
る
こ
と

一
○
、
百
姓
た
ち
、
学
者
に
全
く
関
心
を
も
た
ぬ
こ
と

孝
行
者
の
こ
と

浪
人
、
家
来
を
打
榔
酷
使
す
る
こ
と
、
し
か
も
そ
の
家
来
主
人
を
か
ば
う
こ
と

立
替
籾
の
返
済
に
難
渋
す
る
こ
と

駄
賃
取
、
失
職
し
て
非
人
と
な
る
こ
と

三
・
四
年
後
に
は
大
部
分
の
百
姓
、
非
人
・
乞
食
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と

正
月
十
五
日
（
管
粥
神
事
）
百
姓
仁
助
が
家
に
て
の
対
談

内
検
衆
の
た
め
し
に
あ
っ
て
は
、
百
姓
は
む
ご
い
も
の
で
あ
る
こ
と

定
免
に
し
て
雑
用
を
除
け
ば
、
百
姓
少
し
は
楽
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と

定
免
は
多
く
の
利
点
を
も
つ
こ
と

正
月
二
十
日
百
姓
仁
助
が
家
に
て
の
対
談

零
落
村
が
一
手
永
に
一
・
二
箇
村
は
必
ら
ず
あ
る
こ
と

治
水
工
事
の
完
成
と
と
も
に
、
漸
次
川
沿
い
の
地
味
が
悪
く
な
っ
た
こ
と

零
落
村
を
常
の
村
並
に
す
る
に
は
、
干
拓
に
よ
る
こ
と
が
最
も
適
当
で
あ
る
こ
と

新
村
の
栄
え
ぬ
の
は
、
あ
ま
り
年
貢
が
高
い
か
ら
で
あ
る
こ
と

百
姓
た
ち
、
雨
乞
の
効
果
を
信
ず
る
こ
と

あ
ま
り
難
儀
す
る
の
で
百
姓
の
心
が
悪
く
な
っ
た
こ
と
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第
五
正
月
二
十
五
日
山
村
智
伯
が
家

一
、
近
年
川
の
水
が
減
っ
た
の
は
な

二
、
松
の
建
山
は
百
姓
に
と
っ
て
迷

三
、
在
方
役
人
は
地
利
を
知
ら
ね
ば

第
六
正
月
二
十
八
日
（
報
恩
講
）
百
砕

一
、
近
ご
ろ
真
宗
寺
院
繁
昌
の
こ
と

二
、
御
堂
に
て
楊
弓
を
興
行
す
る
こ

三
、
坊
様
は
仏
様
と
同
じ
で
あ
る
こ

四
、
異
端
者
が
村
か
ら
追
出
さ
れ
る

第
七
報
恩
講
よ
り
の
帰
途
、
山
村
智

一
、
異
端
第
一
号
は
追
放
さ
れ
た
こ

参
考
本
（
二
）
で
は

一
重
税
の
し
く
み

二
年
貢
以
外
の
過

三
定
免
制
実
施
の

二
、
百
姓
た
ち
、
真
宗
に
絶
対
帰
依
す
る
こ
と

三
、
檀
家
を
さ
し
て
禄
と
い
う
も
の
多
き
こ
と

四
、
坊
主
沢
山
は
諸
人
の
迷
惑
と
い
う
こ
と

五
、
山
伏
ま
で
御
用
の
人
馬
を
と
る
こ
と

参
考
本
（
二
）
で
は
、
一
’
七
の
各
話
に
次
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
を
付
し
て
い
る
。

正
月
二
十
五
日
山
村
智
伯
が
家
に
て
の
対
談

近
年
川
の
水
が
減
っ
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
こ
と

松
の
建
山
は
百
姓
に
と
っ
て
迷
惑
至
極
で
あ
る
こ
と

在
方
役
人
は
地
利
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

正
月
二
十
八
日
（
報
恩
講
）
百
姓
作
助
が
家
に
て
の
対
談

坊
様
は
仏
様
と
同
じ
で
あ
る
こ
と

異
端
者
が
村
か
ら
追
出
さ
れ
る
こ
と

報
恩
講
よ
り
の
帰
途
、
山
村
智
伯
が
家
に
て
の
対
談

御
堂
に
て
楊
弓
を
興
行
す
る
こ
と

報
恩
講
よ
り
の
帰
途
、
山
村
智
伯

異
端
第
一
号
は
追
放
さ
れ
た
こ
と

定
免
制
実
施
の
必
要

年
貢
以
外
の
過
重
な
取
り
立
て
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本
書
の
著
者
と
し
て
は
、
そ
の
時
代
に
矢
部
町
に
在
住
し
た
御
郡
医
師
の
渡
辺
質
（
た
だ
す
）
の
名
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
五
）

渡
辺
質
は
、
安
永
七
年
（
一
七
七
四
）
に
矢
部
浜
町
で
生
ま
れ
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
七
二
歳
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
彼
は
肥
後
熊
本

藩
の
医
学
校
で
あ
る
再
春
館
の
御
施
薬
主
も
勤
め
た
人
で
、
病
人
の
治
療
に
熱
心
で
、
ど
ん
な
真
夜
中
で
あ
ろ
う
と
、
往
診
を
頼
ま
れ
る
と
必

ず
出
掛
け
た
と
い
う
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
彼
は
ま
た
第
一
級
の
知
識
人
で
あ
り
、
文
化
人
で
も
あ
っ
た
。
彼
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
嘉
永
元

年
一
○
月
四
日
で
、
往
診
か
ら
帰
る
途
中
、
横
野
村
霧
府
滝
で
和
歌
を
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
足
を
滑
ら
せ
て
、
滝
に
転
落
、
死
亡
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
ｊ
｜
｝

一
、
時
節
一

人
本
文
Ｖ

（
陰
陽
師
云
）

七
坊
主
の
無
智
無
道

そ
し
て
各
話
の
中
は
内
容
に
よ
っ
て
節
を
分
け
ず
、
書
き
流
し
に
し
て
い
る
。

五
日
を
候
と
し
、
三
候
を
気
と
し
、
六
気
を
時
と
し
、
四
時
を
歳
と
す
。
又
三
気
を
一
節
と
す
。
謂
る
立
春
・
春
分
・
立
夏
・
夏
至
・
立
秋

四
年
貢
に
追
っ

五
土
地
を
知
る

六
坊
主
の
堕
落

四
著
者

五
本
書
に
見
ら
れ
る
医
学
関
係
の
記
述

時
節
に
つ
い
て

年
貢
に
追
つ
つ
か
ぬ
土
地
の
生
産
力

土
地
を
知
る
こ
と

（
第
一
話
）

十
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中
一
時
有
六
』

八
検
討
Ｖ

・
秋
分
・
立
冬
・
冬
至
、
此
八
節
な
り
。
三
八
二
十
四
気
、
七
十
二
候
に
し
て
一
歳
と
な
る
。
又
六
気
と
い
ふ
時
は
、
一
気
の
間
六
十
日
八
十

七
刻
半
な
り
、
是
を
六
つ
に
し
て
乗
ず
れ
ば
三
百
六
十
五
日
二
十
五
刻
に
成
る
な
り
。
是
即
ち
天
の
周
囲
三
百
六
十
五
度
四
分
度
の
一
な
り
。

四
年
づ
つ
廻
て
丑
の
一
刻
の
首
に
始
ま
る
故
に
、
四
年
を
一
小
周
と
い
ふ
。
一
小
周
を
十
五
合
せ
て
一
大
周
と
い
ふ
。
即
ち
六
十
年
な
り
。

（
一
ハ
）

『
素
問
』
六
節
蔵
象
論
篇
第
九
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

五
日
は
こ
れ
を
候
と
い
い
、
三
候
は
こ
れ
を
気
と
い
い
、
六
気
は
こ
れ
を
時
と
い
い
、
四
時
は
こ
れ
を
歳
と
い
う
。
［
原
文
Ⅱ
五
日
謂
之
候
、

三
候
謂
之
気
、
六
気
謂
之
時
、
四
時
謂
之
歳
］

（
七
）

『
傷
寒
論
』
傷
寒
例
第
三
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

十
五
日
一
気
を
四
時
の
な
か
に
得
て
、
一
時
に
六
気
あ
り
。
四
六
名
付
け
て
二
十
四
気
と
な
す
な
り
。
［
原
文
Ⅱ
十
五
日
得
一
気
於
四
時
之

中
一
時
有
六
気
四
六
名
為
二
十
四
気
也
］

古
く
中
国
で
時
節
を
分
け
る
の
に
、
五
日
を
基
本
と
し
て
候
と
い
い
、
三
候
す
な
わ
ち
十
五
日
を
気
と
し
、
六
気
を
時
と
し
た
。
こ
れ
は
今

で
い
う
季
節
の
認
識
法
で
あ
る
が
、
四
季
の
影
響
を
重
視
す
る
人
体
生
理
に
基
づ
き
、
『
素
問
』
お
よ
び
『
傷
寒
論
』
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
特
殊
な
知
識
で
は
な
く
て
、
知
識
階
級
の
一
般
常
識
で
あ
っ
た
も
の
を
、
本
文
で
は
陰
陽
師
の
言
葉
に
託
し
て
述
べ
て
い
る
。

二
、
痛
承
に
つ
い
て
（
第
二
話
）

（
来
る
者
云
）

大
風
吹
に
こ
ろ
び
ま
し
て
か
ら
、
血
が
く
る
ひ
ま
し
て
、
こ
の
や
う
に
痛
承
が
出
ま
し
た
。

八
参
考
Ｖ

（
中
略
）

二
、
痛
承
一

八
本
文
Ｖ
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適
用
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
淫
雨
に
つ
い
て
雪

方
」
と
い
湊
２

八
検
討
Ｖ

の
訳
に
て
、

け
ま
し
た
。

度
々
右
の
通
り
、
主
人
の
杖
に
逢
ひ
ま
し
た
故
に
、
そ
れ
が
積
り
て
、
血
が
狂
ひ
ま
し
て
、
少
食
痛
承
お
り
ま
し
た
所
に
、
去
年
の
大
風
吹
に

こ
ろ
び
、
こ
の
病
象
を
引
き
出
し
、
難
儀
い
た
し
ま
す
。
大
風
に
こ
ろ
び
た
ぱ
か
り
な
れ
ば
、
こ
れ
程
の
痛
桑
は
出
ま
す
ま
い
け
れ
ど
も
、
右

の
訳
に
て
、
平
日
の
打
血
の
痛
み
が
加
り
ま
し
た
と
覚
え
ま
す
。
そ
れ
故
に
、
今
度
は
、
右
の
病
用
銀
の
渡
さ
れ
、
養
生
を
い
た
せ
と
い
ひ
つ

（
九
）

「
漢
書
五
行
志
』
に
、
淫
雨
に
お
よ
び
て
、
稼
稽
を
や
ぶ
る
。
［
原
文
Ⅱ
及
淫
雨
、
傷
稼
稽
］
と
あ
る
。

（
一
○
）

「
傷
寒
論
』
の
弁
痙
湿
喝
病
脈
証
第
四
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

風
湿
あ
い
う
ち
、
一
身
こ
と
ご
と
く
痔
痛
す
る
は
、
法
ま
さ
に
汗
出
て
解
す
べ
し
。
天
の
陰
雨
に
あ
い
て
止
ま
ず
。
［
原
文
Ⅱ
風
湿
相
榑
一

身
尽
瘻
痛
法
当
汗
出
而
解
値
天
陰
雨
不
止
］

八
参
考
Ｖ

（
八
）

『
金
置
要
略
』
雑
療
方
第
二
十
三
に
、
馬
か
ら
墜
落
し
た
り
、
あ
る
い
は
一
切
の
筋
骨
を
損
じ
た
と
き
に
用
い
る
「
治
馬
墜
及
一
切
筋
骨
損

ご
と
い
う
処
方
が
あ
る
。

仁
助
云
、
（
前
略
）

作
毛
な
ど
を
腐
ら
す
雨
を
淫
雨
と
い
ふ
と
、
こ
れ
も
い
つ
の
比
か
、
智
伯
老
の
咄
の
中
に
い
は
れ
た
。

古
い
打
撲
の
治
療
を
乞
う
話
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
打
撲
に
は
、
治
療
法
と
し
て
、
『
金
置
要
略
』
の
雑
療
方
に
収
載
さ
れ
て
い
る
処
方
が

三
、
淫
一
函

八
本
文
Ｖ

八
参
考
Ｖ

（
第
四
話
）
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仁
助
云
、
今
日
飢
ゆ
れ
ば
年
中
飢
え
に
逢
ふ
と
い
ふ
、
今
日
も
や
が
て
昼
に
な
る
。
先
づ
茶
漬
に
葛
根
餅
な
り
と
も
出
し
ま
せ
う
。
粗
末
な

が
ら
、
智
伯
様
も
御
あ
が
り
な
さ
れ
ま
せ
と
い
ふ
て
出
し
け
れ
ば
、
お
の
お
の
悦
び
食
し
け
る
。

仁
助
云
、
智
伯
様
、
御
覧
の
通
り
私
ど
も
は
、
去
る
冬
よ
り
糧
物
が
な
う
し
て
、
木
の
実
や
ら
草
の
根
や
ら
、
色
々
な
る
も
の
を
食
ひ
ま
す

が
、
取
分
け
こ
の
葛
根
餅
を
食
ひ
ま
す
が
、
不
断
に
こ
れ
を
食
ふ
て
は
、
毒
に
は
な
り
ま
す
ま
い
か
。

智
伯
云
、
こ
れ
は
性
の
よ
い
物
に
て
、
葛
根
と
い
ふ
て
わ
し
ど
も
が
、
薬
種
に
も
遣
ひ
ま
す
。
表
を
発
し
裏
熱
を
さ
ま
し
、
脾
胄
を
調
へ
る

の
薬
に
て
御
ざ
る
。
何
程
食
ふ
て
も
支
へ
ま
せ
ぬ
。

本
来
は
『
五
行
志
」
の
説
明
で
Ｌ

雨
の
こ
と
も
裏
で
は
考
え
ら
れ
る
。

四
、
葛
根
に
つ
い
て
（
第
四
話
）

［
原
文
Ⅱ
葛
根
、

八
検
討
Ｖ

本
文
で
は
、
蜂

て
答
え
て
い
る
。

五
、
傷
寒
烏

（
一
一
）

『
神
農
本
草
経
』
の
中
品
に
葛
根
が
収
載
さ
れ
て
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
あ
る
。

葛
根
は
味
が
甘
で
気
は
平
で
あ
る
。
消
渇
し
、
身
が
大
熱
し
、
嘔
吐
し
、
諸
病
の
陣
を
つ
か
さ
ど
る
。
陰
気
を
起
こ
し
、
諸
毒
を
解
す
る
。

原
文
Ⅱ
葛
根
、
味
甘
平
主
消
渇
身
大
熱
嘔
吐
諸
痒
起
陰
気
解
諸
毒
〕

四
、
葛
根
一

八
本
文
Ｖ

八
検
討
Ｖ

八
参
考
Ｖ

傷
寒
・
痕
疫
に
つ
い
て

一
三
口
、
、

」
は
、
救
荒
食
と
し
て
の
ク
ズ
今
メ
科
）
の
根
に
含
有
す
る
澱
粉
の
話
で
あ
る
が
、
医
者
は
当
然
薬
物
と
し
て
の
葛
根
を
基
本
に
お
い

の
説
明
で
十
分
で
あ
ろ
う
が
、

（
第
四
話
）

医
者
が
話
し
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
人
の
健
康
が
絡
ん
で
く
る
と
、
「
傷
寒
論
』
の
陰
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土
平
云
、
ど
う
し
て
飢
渇
に
は
流
行
る
も
の
か
。
貧
乏
な
煩
ひ
故
に
、
熱
病
の
神
も
飢
渇
と
見
立
て
、
諸
人
を
煩
は
す
も
の
か
。

智
伯
云
、
い
や
い
や
、
さ
う
し
た
事
に
は
あ
ら
ず
、
当
春
夏
に
懸
け
て
、
若
し
病
が
流
行
る
な
ら
ば
、
諸
人
難
渋
に
つ
け
て
は
、
様
倉
の
事

が
あ
ら
ふ
ぞ
。
先
年
雨
祈
祷
の
や
う
な
る
事
致
し
た
る
禰
宜
・
山
伏
な
ど
が
、
さ
ま
ざ
ま
に
愚
人
を
誰
ら
か
し
て
、
熱
病
の
、
祈
祷
の
、
祈
り

の
と
い
ふ
て
、
米
銭
の
貧
る
で
あ
ら
う
。
見
る
や
う
に
御
座
る
。
気
の
毒
じ
ゃ
。

土
平
・
作
助
云
、
い
や
い
や
、
そ
れ
ほ
お
ま
へ
が
ど
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
も
、
熱
病
ば
か
り
は
、
御
祈
祷
で
な
け
れ
ば
い
き
ま
せ
ぬ
。

智
伯
云
、
こ
な
た
衆
が
さ
う
思
は
理
じ
ゃ
。
急
度
し
た
御
歴
々
方
が
、
さ
う
思
は
し
や
る
故
、
尤
な
事
な
れ
ど
も
、
そ
れ
は
極
々
の
了
簡
連

仁
助
云
、
薬
に
な
る
も
の
な
ら
ば
、
春
中
食
ふ
て
も
よ
う
御
ざ
り
ま
せ
う
が
、
色
々
の
木
の
実
・
草
の
葉
の
中
に
は
毒
な
も
の
も
あ
ら
う
。

智
伯
云
、
い
や
い
や
、
一
通
り
の
木
の
実
・
草
の
葉
に
は
、
余
り
毒
は
な
け
れ
ど
も
、
平
日
五
穀
を
食
ふ
て
ぞ
暮
す
人
が
、
こ
れ
を
食
は
ず

に
、
木
の
実
・
草
の
根
を
食
ひ
、
そ
の
上
に
も
片
腹
す
か
し
て
居
る
時
は
、
一
躰
の
弱
み
は
い
ふ
に
及
ば
ず
、
第
一
脾
胄
が
空
虚
し
て
病
に
犯

さ
れ
や
す
い
、
そ
れ
故
に
こ
の
や
う
な
飢
饅
年
に
は
、
世
上
に
傷
寒
、
痕
疫
な
ど
が
流
行
る
も
の
で
御
ざ
る
。

作
助
云
、
な
る
ほ
ど
、
わ
し
ど
も
が
親
父
が
佐
様
に
咄
を
致
し
お
り
ま
し
た
。
先
年
の
大
飢
渇
に
、
世
上
に
熱
病
が
流
行
り
て
多
く
の
人
が

死
に
ま
し
た
と
い
ふ
事
で
御
ざ
り
ま
し
た
。

土
平
・
作
助
云
、
左
様
な
ら
ば
、
熱
病
の
神
は
、
何
と
す
れ
ば
よ
い
も
の
で
御
座
り
ま
す
か
。

智
伯
云
、
も
と
熱
病
の
神
の
、
疫
病
の
神
の
と
い
ふ
も
の
が
曽
て
あ
る
事
に
は
あ
ら
ず
。
飢
饅
に
こ
の
病
が
流
行
る
と
い
ふ
は
、
去
年
の
や

う
な
る
年
に
は
、
百
姓
衆
や
町
が
た
の
貧
乏
な
も
の
は
、
衣
類
の
質
請
け
も
出
来
ず
、
冬
中
寒
苦
に
逢
ふ
て
、
身
に
寒
邪
を
請
け
て
、
強
き
は

年
内
、
初
春
に
傷
れ
て
煩
ふ
。
又
弱
き
と
い
ふ
と
も
寒
邪
が
身
に
入
る
人
不
元
気
に
し
て
、
そ
の
上
腹
は
満
た
ず
、
ふ
ら
り
ふ
ら
り
と
し
て
居

る
中
に
、
春
夏
の
陽
気
を
請
け
て
、
寒
邪
発
し
て
熱
強
く
煩
ふ
者
多
し
。
一
家
内
に
一
人
こ
の
病
発
る
時
は
、
家
内
の
入
こ
の
気
を
請
く
る
故

ひ
じ
や
。

八
本
文
Ｖ
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に
、
裏
に
寒
邪
あ
る
人
残
ら
ず
発
し
て
煩
ふ
な
り
。
こ
れ
を
ぱ
傷
寒
と
い
ふ
、
諸
人
が
う
つ
る
う
つ
る
と
い
ふ
も
、
尤
も
じ
ゃ
。
又
飢
饅
は
、

も
と
天
気
・
地
気
の
不
化
よ
り
し
て
不
順
に
な
り
、
そ
れ
よ
り
時
候
順
な
ら
ず
し
て
、
風
吹
き
霜
雪
下
り
、
五
穀
熟
せ
ず
飢
謹
と
な
り
し
も
の

な
り
。
こ
の
不
化
不
順
の
気
よ
っ
て
、
邪
気
と
な
る
も
の
な
り
。
こ
の
気
に
中
る
人
、
脾
胃
弱
け
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
熱
病
を
発
す
。
こ
の
気
に

あ
た
り
て
病
む
人
、
家
内
に
あ
る
時
は
、
家
内
こ
の
気
を
請
く
る
故
に
、
脾
胃
の
空
虚
し
た
る
人
伝
染
す
る
事
、
火
の
か
は
け
る
に
つ
く
が
こ

と
し
。
こ
れ
を
癌
疫
と
ふ
な
り
。
こ
の
病
と
て
、
何
ぞ
霊
の
あ
る
べ
き
道
理
な
し
。
こ
の
故
に
、
在
中
も
難
渋
す
る
村
々
、
こ
の
病
あ
る
も
の

な
り
。
こ
れ
を
禰
宜
や
山
伏
・
僧
徒
ど
も
が
、
祈
る
な
ど
と
い
ふ
は
、
極
々
お
か
し
き
事
じ
ゃ
。
風
に
あ
た
り
湿
に
臥
せ
て
、
病
を
神
霊
に
訟

ふ
る
は
、
愚
な
る
人
な
り
と
わ
し
ど
も
が
医
書
に
見
え
る
。
又
病
名
解
と
い
ふ
害
に
は
、
疫
病
神
が
余
多
の
棺
を
お
ふ
て
、
江
南
に
渡
り
し
と

い
ふ
事
が
あ
れ
ど
も
、
こ
れ
も
あ
る
僧
が
こ
れ
に
逢
ふ
た
と
い
ふ
説
な
れ
ば
、
用
ふ
べ
き
事
に
は
あ
ら
ず
、
惣
体
書
と
い
ふ
と
も
、
悉
く
は
用

ひ
ぬ
事
じ
ゃ
。
わ
る
い
所
は
捨
て
、
善
い
所
ば
か
り
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
じ
ゃ
。

士
平
・
作
助
云
、
こ
れ
は
御
尤
も
な
事
じ
ゃ
。
惣
じ
て
煩
ら
は
い
や
う
に
は
、
何
と
す
れ
ぱ
よ
う
御
座
り
ま
す
か
。

智
伯
云
、
そ
れ
は
人
の
脾
胄
の
空
虚
せ
ぬ
や
う
に
し
て
お
れ
ば
、
こ
の
病
は
あ
る
ま
い
ぞ
。
し
か
し
癌
疫
な
ど
が
流
行
す
る
な
ら
ば
、
禰
宜

・
山
伏
の
幸
ひ
じ
や
。
さ
り
な
が
ら
親
の
病
気
を
子
が
祈
り
、
子
の
病
を
親
が
祈
る
は
証
病
ひ
の
理
は
間
連
ひ
な
れ
ど
も
、
こ
の
心
底
は
感
心

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
じ
ゃ
。
た
だ
禰
宜
・
山
伏
が
虚
に
乗
じ
て
、
諸
人
を
誰
ら
か
し
て
米
銭
を
貧
る
が
悪
い
ぞ
。
（
後
略
）

（
一
一
一
）

『
素
問
』
の
生
気
通
天
論
篇
第
三
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

冬
に
寒
に
や
ぶ
ら
れ
る
と
、
春
に
な
っ
て
必
ず
温
病
に
な
る
［
原
文
Ⅱ
冬
傷
於
寒
春
心
温
病
］

（
一
二
一
）

「
素
問
』
の
霊
藺
秘
典
論
篇
第
八
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

脾
と
胃
は
倉
廩
の
官
で
あ
っ
て
、
五
味
は
こ
こ
に
出
る
。
［
原
文
Ⅱ
脾
胄
者
倉
廩
之
官
五
味
出
焉
］

（
一
四
）

『
傷
寒
論
』
の
傷
寒
例
第
三
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

八
参
考
Ｖ
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あ
た
り
て
即
病
す
る
者
は
、
名
付
け
て
傷
寒
と
い
う
。
即
病
せ
ざ
る
者
は
、
寒
毒
は
肌
層
に
か
く
れ
、
春
に
至
っ
て
変
じ
て
温
病
と
な
り
、

夏
に
は
変
じ
て
暑
病
と
な
る
。
［
原
文
Ⅱ
中
而
即
病
者
名
日
傷
寒
不
即
病
者
寒
毒
蔵
於
肌
盧
至
春
変
為
温
病
夏
変
為
暑
病
］

さ
す
が
で
あ
る
。

な
お
『
病
名
解
」
は
、

あ
る
の
は
、
『
傷
寒
論
」

六
、
腰
を
折
っ
た
者

事
に
て
、
ま
等
（

智
伯
云
、
ｚ

八
参
考
Ｖ

『
金
置
要
略
』

八
検
討
Ｖ

こ
こ
で
は
古
典
に
い
う
傷
寒
と
温
病
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
病
に
か
か
る
の
に
、
体
力
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
原
因

で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
大
切
な
こ
と
は
、
病
は
祈
祷
や
呪
い
で
治
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
諄
々
と
説
明
し
て
い
る
の
は

六
、
腰
を
姪

八
本
文
Ｖ

来
者
云
、
（

井
手
道
よ
り
落
ち
ま
し
て
、
腰
を
打
折
り
ま
し
た
。
今
ま
で
板
を
荷
ふ
て
少
を
儲
け
た
め
も
御
ざ
り
ま
す
れ
ど
も
、

に
て
、
ま
づ
一
代
の
か
た
は
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

智
伯
云
、
そ
れ
は
大
切
じ
ゃ
。
早
為
参
り
て
見
る
で
御
ざ
ら
う
。

八
検
討
Ｖ

こ
れ
も
打
撲
の
治
療
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

七
、
四
時
の
運
行
に
つ
い
て
（
第
七
話
）

へ
今竺

H1」

略
…

（
八
）

の
雑
療
法
第
二
十
三
の
「
治
馬
墜
及
一
切
筋
骨
損
方
」
（
前
出
）

（
第
五
話
）

（
一
五
）

中
島
広
足
の
著
書
と
あ
る
。
ま
た
「
病
を
神
霊
に
訟
ふ
る
は
、
愚
な
る
人
な
り
と
わ
し
ど
も
が
医
書
に
見
え
る
」
と

の
傷
寒
雑
病
論
集
序
の
精
神
が
基
本
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
限
り
の
し
れ
た
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『
仁
助
咄
」
は
、
本
来
は
医
学
に
関
す
る
著
作
で
は
な
い
。
し
か
し
話
の
中
に
、
山
村
智
伯
と
い
う
医
者
が
登
場
し
て
、
し
か
も
彼
が
指
導

的
立
場
に
い
る
の
で
、
本
書
の
中
に
は
医
学
関
係
の
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
本
研
究
で
は
そ
れ
ら
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
。
記
述
の
内
容

八
参
考
Ｖ

（
一
一
ハ
）

『
素
問
』
の
四
気
調
神
大
論
篇
第
二
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

春
の
三
月
は
こ
れ
を
発
陳
と
い
い
、
天
地
と
も
に
万
物
を
生
じ
て
も
っ
て
栄
え
る
。
夏
の
三
月
は
こ
れ
を
蕃
秀
と
い
い
、
天
地
の
気
が
交
じ

り
、
万
物
は
華
実
で
あ
る
。
秋
の
三
月
は
こ
れ
を
容
平
と
い
い
、
天
の
気
は
も
っ
て
急
、
地
の
気
は
も
っ
て
開
く
。
冬
の
三
月
は
こ
れ
を
閉
蔵

と
い
い
、
水
凍
り
地
は
さ
け
て
、
乎
陽
を
象
だ
す
な
か
れ
・
［
原
文
Ｉ
春
三
月
此
謂
発
陳
天
地
倶
生
万
物
以
栄
。
夏
三
月
此
謂
蕃
秀
天
地
気
交

万
物
華
実
。
秋
三
月
此
謂
容
平
天
気
以
急
地
気
以
開
。
冬
三
月
此
謂
閉
蔵
水
氷
地
折
無
擾
乎
陽
］

（
一
七
）

「
傷
寒
論
」
の
傷
寒
例
第
三
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

陰
陽
大
論
に
い
う
。
春
の
気
は
温
和
、
夏
の
気
は
暑
熱
、
秋
の
気
は
清
涼
、
冬
の
気
は
冷
例
。
こ
れ
四
時
の
正
気
の
序
な
り
。
［
原
文
Ⅱ
陰

陽
大
論
云
春
気
温
和
夏
気
暑
熱
秋
気
清
涼
冬
気
冷
例
此
四
時
正
気
之
序
也
］

惣
躰
五
穀
を
成
就
す
る
事
は
、
天
の
道
を
用
ひ
、
地
の
利
に
よ
っ
て
、
四
時
の
運
に
順
ふ
。
ま
づ
春
を
以
て
耕
し
夏
を
以
て
転
り
、
秋
を
以

て
収
め
、
冬
は
蔵
す
と
い
ふ
な
り
。

八
本
文
Ｖ

智
伯
云
、
（

四
季
の
移
り
変
わ
り
を
論
じ
た
も
の
で
、
「
素
問
』
や
『
傷
寒
論
』
の
知
識
が
下
敷
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

八
検
討
Ｖ

』
、
、
幸
吉
Ｈ

室
叩

一
ノ
ふ
ふ
小 ●

則

略
一〃
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は
、
当
時
の
医
学
の
基
本
的
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
、
『
素
問
』
、
『
傷
寒
論
』
、
『
金
置
要
略
』
な
ど
に
、
そ
の
典
拠
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
本
書
の
著
者
に
比
せ
ら
れ
る
渡
辺
質
が
、
あ
る
個
人
医
師
の
徒
弟
と
し
て
医
学
を
学
ん
だ
の
で
は
な
く
て
、
熊
本
藩
の
医
学
校
で
あ

っ
た
再
春
館
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
再
春
館
で
は
、
『
素
問
』
、
『
霊
枢
』
、
『
傷
寒
雑
病
論
」
な
ど
を
基
本
に
教
授
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
素
養
が
随
所
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
首
肯
で
き
る
。
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IntheEdo-period,the｡GNisuke-banashi''waswritteninYabedistrictinHigo,Kumamoto

Prefecture.Thisbookdescribedthelivesofthefarmerswhowereverypoorandlivedunder
verydiHicultconditions.

Inthisbookadoctorhadanimportantroleinexplainingthetruth.Healsoadvisedonsome
medicalaHairs.

TheauthorofthisbookwasPresumedtobeadoctornamedWatanabeTadasuwholivedin

Hama-machi,Yabe.

Istudiedthemedicalexplanationsinthisbookandfoundthatthesestorieswerebasedonold

ChinesemedicaltextssuchasSomon,ShokanronandKinkiyoryaku.
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